
 

第１０号議案 

 

 

   府中市公告式条例の一部を改正する条例 

 

 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

令和 ７ 年 ２ 月１７日 

 

               提出者 府中市長 高 野 律 雄 

 

 

 

 

 

 

（説明） 

条例の公布方法等を見直すため、所要の改正を行うものであります。 
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   府中市公告式条例の一部を改正する条例 

 

 府中市公告式条例（昭和２９年４月府中市条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

次の表中、下線が引かれた部分については、改正前を改正後のように改める。 

改正後 改正前 

（目的）  

第１条 省 略 第１条 省 略 

 （条例の公布）  

第２条 省 略 第２条 省 略 

２ 条例の公布は、インターネットを利用して行う。ただし、

市長が必要と認めるときは、これに代えて、別表に規定する

掲示場に掲示して行うものとする。 

２ 条例の公布は、別表の掲示場に掲示してこれを行う。 

 （市長の定める規則の公布）  

第３条 市長の定める規則（以下「市規則」という。）を公布し

ようとするときは、公布の旨の前文、年月日及び市長名を記

入しなければならない。 

第３条 前条の規定は、規則にこれを準用する。 

２ 前条第２項の規定は、市規則について準用する。  

 （市長の定める規程の公表）  

第４条 第２条第２項及び前条第１項の規定は、市長の定める 第４条 規則を除くほか、市長の定める規程を公表しようとす
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規程（市規則を除く。）で公表を要するものについて準用する。 るときは、公布又は公表の旨の前文、年月日及び市長名を記

入して市長印を押さなければならない。 

 ２ 第２条第２項の規定は、前項の規程にこれを準用する。 

 （その他の機関の定める規則及び規程の公表）  

第５条 第２条第２項及び第３条第１項の規定は、市の機関（市

長を除く。次条において同じ。）の定める規則及び規程で公表

を要するものについて準用する。この場合において、同項中

「市長名」とあるのは、「当該機関の名称又は当該機関を代

表する者の氏名」と読み替えるものとする。 

第５条 第２条の規定は、議会の会議規則、傍聴人取締規則そ 

の他市機関の定める規則で公表を要するものにこれを準用す

る。ただし、第２条中「市長」とあるは「当該機関又は当該

機関を代表する者」と読み替えるものとする。 

２ 前条の規定は、市の機関の定める規程で公表を要するもの

にこれを準用する。ただし、同条第１項中「市長名」とある

は「当該機関名」、「市長印」とあるのは「当該機関印」と

読み替えるものとする。 

 

 （施行期日の特例）  

第６条 市規則若しくは市長の定める規程又は市の機関の定め

る規則若しくは規程は、それぞれ当該規則又は規程をもつて

特に施行期日を定めることができる。 

第６条 規則又は市の機関の定める規則若しくは規程は、それ

ぞれ当該規則又は規程をもつて特に施行期日を定めることが

できる。 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 
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 （府中市財政状況の作成及び公表に関する条例の一部改正） 

２ 府中市財政状況の作成及び公表に関する条例（昭和３２年１０月府中市条例第１４号）の一部を次のように改正する。 

次の表中、下線が引かれた部分については、改正前を改正後のように改める。 

改正後 改正前 

第４条 「財政状況」の公表は、府中市公告式条例（昭和２９

年４月府中市条例第１１号）の例による。 

第４条 「財政状況」の公表は、府中市公告式条例（昭和２９

年４月府中市条例第１１号）の定める掲示場に掲示してこれ

を行う。 

 


